
一
青
年
の
日
記

―
―

「
諏
訪
部
日
記
」
の
こ
と
―
―

は
じ
め
に

長
野
県
立
青
年
学
校
教
員
養
成
所

（現
、
信
州
大
学
教
育
学
部
）
に
学
ん

で
い
た
諏
訪
部
古
次
郎
と

い
う

一
青
年
の
昭
和
卜
五

（
一
九
四
〇
）
年
の

一

年
間
を
綴

っ
た
博
文
館
の
日
記

（以
ド
、
本
書
と
い
う
）
に
つ
い
て
報
告
す

る
．
本
書
は
、
当
時
、
四
十
種
類
を
超
え
た
と
言
わ
れ
る
博
文
館
刊
行
の
Ｈ

記
の

一
つ
で
、
表
表
紙
の
妻
面
に

「
長
野
県
全
図
」
、
■
表
紙

の
■
面
に

「
中
支
南
支
方
面
要
図
」
と

「
揚
子
江
流
域
地
方
」
の
地
図
が
彩
色
で
掲
載

さ
れ
、
随
所
に
実
用
的
知
識
を
掲
載
し
た
長
野
県
版
の
日
記
で
あ
る
　
巻
末

に
三
十
数
頁
の
長
野
県
に
関
す
る

「当
用
大
鑑
」
も
あ

っ
て
当
時
の
長
野
県

の
概
要
を
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
そ
の
中
の

「
教
育
」
の
項
に

記
さ
れ
た

「
学
校
」
の
う
ち
、
コ
日
年
学
校
教
員
養
成
所
」
に
つ
い
て
は
、

「
学
校
数

一
、
教
員
数
卜
大
、
生
徒
数
四
卜
」
と
記
さ
れ
て
い
る
＾
本
書
は

偶
然
に
人
手
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
丁
寧
な
ベ
ン
字
で
克
明
に
記
さ
れ
た
記

事
を
辿

っ
て
い
く
と
、　
一
九
四
〇
年
代
の
、
い
わ
ば
日
本
に
と

っ
て
激
動
期

中

西

健

治

と
も
言
え
る
時
代
を
真
摯
に
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
青
年
の
姿
が
鮮
や
か
に

浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
の
で
あ
る
．
同
時
に
稿
者
に
と

っ
て
は

一
陛
代
前
の

史
的
事
象
を
漠
然
と
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
虚
飾
無
く
立
ち
上
が
り
迫

っ
て

来
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
そ
の
記
述
に
圧
倒
さ
れ
次
第
に
名
状
し
難
い
魅
力

を
覚
え
た
の
で
あ
る
。
た
と
え

一
部
な
り
と
も
伝
え
た
い
と
の
思
い
が
次
第

に
抑
え
難
く
な

っ
て
き
た

．
本
報
告
に
至

っ
た
端
緒
で
あ
る
＾
な
お
、
諏
訪

部
吉
次
郎
氏
は
平
成
六
年
十
二
月
に
亡
く
な

っ
て
い
る
が
、
ご
遺
族
に
了
承

を
得
た
う
え
で
の
執
筆
で
あ
る
こ
と
を
最
初
に
御
断
り
を
し
て
お
く
＾

一　

諏
訪
部
吉
次
郎
と
い
う
人
物

諏
訪
部
吉
次
郎
な
る
人
物
は
お
よ
そ
時
代
の
中
し
子
と
も
言
う
べ
き
青
年

で
あ
り
、
「虫
国
日
本
」
の
典
型
的
な

一
青
年
で
あ

っ
た

．
き
わ
め
て
勤
勉

で
几
帳
面
な
性
格
で
あ

っ
た
こ
と
が
、
本
書
に
刻
ま
れ
た
右
肩
１１
が
り
の
や

や
小
さ
め
に
綴
ら
れ
た
ペ
ン
字
か
ら
滲
み
出
し
て
い
る
と
思
え
る
）
元
日
、

村
の
小
学
校
で
四
方
拝
式
が
あ
る
の
に
遅
刻
者
が
い
て
時
間
が
き
て
も
始
ま

ノし



ら
ず
騒
々
し
い
こ
と
に
対
し
て
、
「
全
く
不
愉
快
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る

こ
と

一
つ
を
取
り
上
げ
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
自
己
の
内
面
を
正
直
に
告

白
し
よ
う
と
し
て
い
る
記
事
、
「
夜
は
疲
れ
て
本
を
読
む
気
に
な
れ
な

い
３

併
し
つ
ま
ら
ぬ
性
欲
を
起
こ
さ
れ
る
や
う
な
小
説
は
読
み
た
い
や
う
な
気
が

す
る
の
は
痛
だ
ｃ
一女
の

一
生
』
を
少
し
ひ
ろ
げ
て
見
る
＾
こ
の
や
う
な
後

は
必
ず
悔

い
ら
れ
る
．

い
け
ぬ
も
の
だ
」
（
一
月
三
日
）
と
か
、
森
田
草
平

の

「
煤
煙
」
に
つ
い
て
、
「
読
ん
で
十
二
時
過
に
な
る
．
ふ
し
だ
ら
な
と
こ

ろ
へ
来
て
興
が
な
く
な

っ
て
止
め
る
」
（
一
月
六
Ｈ
）
と
か
、
軍
人
勅
諭
の

暗
誦
が
は
か
ど
ら
な
い
こ
と
に

「
雑
念
が
入

っ
て
駄
日
だ
」
「
休
み
が
嫌
に

な

っ
た
」
二

月
九
Ｈ
）
と
自
己
抑
制
や
反
省
の
記
事
も
あ
る
。
ま
た

一
月

十
日
に
は

「
ト
ル
ス
ト
イ
十
二
講
」
を
拾

い
読
み
、
そ
の
人
間
性
に
共
感
を

覚
え
る
と
記
し
、
学
校
の
図
書
館
で
開
か
れ
た
ド
イ
ツ
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
ユ
ー
ゲ

ン
ト
の

一
団
員
の
講
演
や
映
画
に
触
れ
て

「
激
烈
な
愛
国
心
」
に
刺
戟
さ
れ

「
我
等
大

い
に
範
と
す
べ
き
な
り
」
（
一
月
二
十
日
）
と
記
し
て
い
る
〓
寒
稽

古
納
会
に
際
し
て
の
校
長
訓
示
に

「
一
層
国
の
た
め
に
体
力
向
上
に
精
励
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
一
月
二
十
三
Ｈ
）
と
も
自
戒
す
る
記
述
か
ら
模
範
的
な
学

生
像
が
壇
間
見
え
よ
う

）
校
内
で
の
弁
論
大
会
が
あ
り
、
ク
ラ
ス
代
表
と
し

て

「
明
日
の
青
年
教
育
者

へ
」
と
題
す
る
発
表
を
し
た
り

（
二
月
四
Ｈ
）
、

翌
日
は
朝
か
ら
蟄
居
し
て
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の

「隠
者
の
夕
暮
」
を
読
ん
だ
り

し
て
い
る
　
さ
ら
に
二
月
五
日
の
記
事
に
は
養
成
所
進
学
希
望
を
取
り
や
め

た
某
君
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
ア
●
年
の
教
育
志
望
者
は
よ
く
ノ
、
な

い
で

あ
ら
う

．
併
し
、
教
育
を
今
程
重
要
に
思
は
れ
る
時
は
な
い
」
と
信
念
を
叶

露
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
．
「
午
後
、
靴
屋

へ
行
く
途
中
、
配
属
将
候
の
服

七
〇

部
先
生
と
同
じ
電
車
に
乗
り
合
わ
す
じ
官
侯
の
話
な
ど
を
聞
き
、
教
員
等
よ

り
兵
隊
に
な
る
ほ
う
が
よ
い
た
め
に
、
養
成
所
の
卒
業
生
に
は
配
属
将
侯
に

な
る
者
が
多

い
と
話
さ
れ
る
）^
併
し
自
分
は
兵
隊
が
嫌
い
で
は
な
い
が
、
青

年
の
教
育
を
ど
こ
ま
で
も
や

っ
て
見
た
い
」
０
一月
十
日
）
と

い
う
記
事
か

ら
本
人
の
志
の
程
を
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
吉
次
郎
が
学
ん
だ
青
年
学
校

教
員
養
成
所
と
は
、
大
正
七
年

（
一
九

一
人
）
設
立
の
長
野
県
実
業
補
習
学

校
教
員
養
成
所
を
源
と
し
、
本
書
が
記
さ
れ
て
い
る
五
年
前
に
今
の
名
称
に

な

っ
て
い
る
教
員
養
成
を
主
目
的
と
す
る
学
校
で
あ
る
．
苦
次
郎
は
本
校
に

入
る
前
、
す
な
わ
ち
昭
和
十
三
年

（
一
九
二
人
）

一
月
か
ら
約

一
年
間
地
元

の
小
学
校
の
代
用
教
員
を
経
験
し
、
そ
の
後
、
翌
十
四
年

（
一
九
二
九
）
に

本
校

へ
入
学
し
て
い
る
＾
し
か
し
時
代
は
軍
事
色
の
濃
厚
な
時
期
で
あ
る
た

め
に
、
軍
人
志
望
の
者
が
多
か

っ
た
の
で
あ
る
．
本
書
に
は

一
年
の
出
来
ご

と
す
べ
て
が
均
等
に
記
入
さ
れ
て
い
る
の
で
は
勿
論
な
く
、
加
え
て
相
当
に

長
い
空
向
の
期
間
も
あ
る
ｃ
五
月
三
Ｈ
か
ら
五
月
二
十
二
月
ま
で
、
人
月
二

十
六
日
か
ら
九
月
二
日
、
九
月
十
四
Ｈ
か
ら
十

一
月
二
Ｈ
ま
で
、
さ
ら
に
十

一
月
十
三
日
か
ら
年
末
ま
で
の
五
箇
所
が
全
く
の
向
紙
で
、
な
ん
ら
か
の
事

情
が
あ

っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
　
し
か
し
こ
れ
以
外
の
」―
々
に
つ
い
て

は
、
と
き
に
欄
外
に
も
及
ぶ
詳
細
な
記
入
が
な
さ
れ
て
い
た
り
、
欄
外
に
設

け
ら
れ
て
い
る
天
候
や
予
備
、
信
書
の
記
事
に
も
き
ち
ん
と
相
当
す
る
記
入

が
な
さ
れ
て
い
る
　
本
書
で
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
記
事
は
二
つ
で
、　
一
つ

は
満
州
勤
労
報
国
隊
と
し
て
満
州
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
間
の
記
録
、
も
う

一

つ
は
皇
紀
二
千
六
百
年
記
念
奉
祝
大
会
に
参
加
し
た
記
事
で
あ
る
　
い
ず
れ

も
社
会
的
に
大
き
な
出
来
事
に
関
わ

っ
て
い
て
、
こ
れ
に
関
連
す
る
研
究
や



報
告
は
多
く
、
詳
細
に
つ
い
て
も
判
明
し
て
い
る
が
、
大
き
な
時
代
の
渦
に

呑
ま
れ
な
が
ら

一
青
年
が
ど
の
よ
う
に
自
己
を
見
つ
め
た
の
か
を
知
る
こ
と

は
意
義
あ
る
も
の
と
言
え
よ
う
ｃ

二
　
満
州
勤
労
報
国
隊
へ
の
参
加

正
式
に
は

「満
州
建
設
勤
労
奉
仕
隊
」
と
称
し
、
日
本
政
府
が
と
き
の
文

部
省
　
拓
務
省
を
主
務
官
庁
と
し
て
昭
和
十
四
年

（
一
九
三
九
）
か
ら
昭
和

二
十
年

（
一
九
四
五
）
ま
で
編
成
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
ｃ
時
に
組
織
の
様
相

は
変
動
し
た
が
、
根
幹
は
満
州

へ
の
移
民
、
日
本
国
と
満
州
国
の
連
合
を
図

る
具
体
的
な
事
業
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
組
織
は
農
村
青
年
を

一
年
間
奉
仕
さ

せ
る
甲
種
と
、
学
生
を
対
象
と
す
る
乙
種
が
あ

っ
た
が
、
実
質
的
に
は

一
般

開
拓
団
と
同
様
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
と

い
う
。
本
書
に
は
、
前
年
に

計
画
さ
れ
た
事
業
と
し
て
早
速
に
生
徒
を
募

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
校
が
当
時
の
国
策
に
き
わ
め
て
迅
速
か
つ
従
順
に
応
じ
た
こ
と

か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
本
書
の
記
事
に
従

つ
て
時
系
列

的
に
行
動
を
箇
条
書
き
に
し
て
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
ｃ

四
月
二
十
七
日
　
　
身
体
検
査
Э

五
月
二
十
三
日
…
…
勤
労
報
国
隊

へ
の
壮
行
会
↓
午
後
、
県
庁

へ
↓
城
山
館

集
合
↓
午
後
十
時
五
十
七
分
長
野
駅
発

（富
山
の
奉
仕

隊
と
合
流
）

五
月
二
十
四
日
　
　
一呂
崎
↓
上
野
着

（午
前
五
時
二
十
分
）
↓
上
野
公
園

ヘ

一
青
年
の
日
記

↓
常
磐
線
で
赤
塚

へ
ｃ

五
月
二
十
五
Ｈ
　
　
雨
天
の
た
め
軍
歌
練
習
や
座
談
会
ｃ
夜
、
不
寝
番
十
時

ヽ
十

一
時
）^

五
月
ニ
ト
六
日
　
　
本
口
同
礼
拝
所
に
て
入
所
式

）́
以
後
、
六
月
二
Ｈ
ま
で
河

和
田
で
猛
訓
練
ｃ

五
月
二
十
七
日
‥
‥
奉
仕
隊
の
宣
誓
式
ｃ
義
勇
軍
の
壮
行
会
見
学

）́

五
月
二
十
九
月
　
　
水
戸

・
常
盤
神
社
参
拝

）^
借
楽
国
に
も
行
く
ｃ

六
月
　
　
一
一Ｈ
　
　
午
後

一
時
十
六
分
、
赤
塚
駅
発
、
上
野

へ
。
東
京
駅
下

車
後
、
宮
城
遥
拝
ｃ
そ
の
後
、
市
内
行
進
ｃ
午
後
八
時

五
十
五
分
、
東
京
駅
発
ｃ

六
月
　
　
一二
日
　
　
名
古
屋
↓
琵
琶
湖
↓
京
都
↓
大
阪
↓
神
戸
　
三
の
宮
下

車
、
午
前
八
時
十
五
分
ｃ
港

へ
）^
午
前
十
二
時
、
「
海

ゆ
か
ば
」
を
合
唱
し
つ
つ
出
帆
ご

六
月
　
　
四
日
　
　
午
前
六
時
半
、
門
司
着

．́
上
陸
し
、
清
滝
公
園
に
登
る
こ

夜
、
出
帆
ｃ

六
月
　
　
五
日
　
　
玄
界
灘
を
越
え
、
島
影
を
眺
め
る
〉^

六
月
　
　
上ハ
日
　
　
大
連
に
上
陸
３
関
東
軍
中
央
倉
庫
を
宿
舎
と
す
る
．
関

東
神
社
参
拝
ｃ

六
月
　
　
七
日
‥
　

午
前
十

一
時
、
大
連
発
、
旅
順

へ
ｃ
旅
順
市
中
見
物
ｃ

白
王
山
、
招
魂
社
参
拝
＾

六
月
　
　
八
日
　
…
遼
陽
に
て
朝
食
３
午
前
九
時
半
、
奉
天
着
．
市
中
見
物
ｃ

午
後
七
時
五
分
、
新
京
着
３
再
び
汽
車
に
て
移
動
ｃ

六
月
　
　
九
日
‥
　

午
前
十
時
二
十
九
分
、
ハ
ル
ピ
ン
駅
到
着
ｃ
船
に
乗
り
、

七

一
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現
地
の
青
年
と
話
す
。

六
月
　
　
十
Ｈ

‥
　
午
後
五
時
頃
、
大
古
洞
に
到
着
ｃ
歓
迎
式
後
、
河
東
に

徒
歩
に
て
移
動
こ

六
月
　
十
二
日
　
　
本
仕
隊
と
し
て
の
活
動
開
始
。
園
芸
方
面
の
手
伝

い
な

ど
ｃ

六
月
　
十
三
日
　
　
雨
天
ｃ
体
調
不
良
ｃ
以
後
、
十
六
日
ま
で
ｃ

六
月
　
十
九
日
　
　
復
調
ｃ
開
墾
地
の
整
地
．
野
菜
の
定
植
ｃ
健
康
の
嬉
し

さ
、
働
け
る
幸
福
を
感
じ
る
。
「
外
に
出
て
見
る
と
恰

度
満
月
ｃ
よ
し
き
り
が
盛
ん
に
鳴

い
て
居
る
」
と
も
ｃ

六
月
　
一
一十
日
‥
　

五
部
落

へ
行
き
、
作
業
ｃ
ｒ
一十
二
日
ま
で
）

六
月
二
十
三
日
　
　
清
河
鎮

へ
の
遠
足
。
小
学
校
に
て
村
長
、
巡
査
の
講

話
。

六
月
二
十
四
日
　
　
作
業
Ｇ

六
月
二
十
五
日
　
　
雨
天
に
つ
き
作
業
な
し
）^

六
月
二
十
六
Ｈ
　
　
馬
鈴
薯
畑
の
除
草
作
業
ｃ
２
一十
七
日
～
二
十
九
日
も

同
様
）

六
月
　
一二
十
日
　
　
第

一
部
落
で
の
作
業
終
了
３

七
月
　
　
一
日
…
…
以
後
、　
一
週
間
、
河
東
に
て
作
業
ｃ
（四
日
よ
り
体
調

不
良
。
六
日
ヽ
十

一
日
も
休
む
）

七
月
　
十
六
日
　
　
体
調
戻
り
、
作
業
ｃ
（以
後
、
種
々
の
作
業
あ
り
。
略
ｃ
）

八
月
　
十
六
日
　
　
夜
、
日
満
青
年
懇
談
会
。
日
本
側
の
代
表
と
な
る
↓
現

地
人
の
日
本
人
に
対
す
る
感
想
を
聞
く
。

八
月
　
十
七
日
　
　
船
で
清
河
鎮

へ
移
動
ｃ

一
青
年
の
日
記

八
月
　
十
八
日
　
　
予
定
変
更
に
つ
き
出
発
の
準
備
に
追
わ
れ
る
こ

八
月
　
十
九
Ｈ
‥
　
午
前
中
は
帰
り
支
度
を
し
、
午
後
、
河
東
を
去
る
。

人
月
　
一
一十
日
　
　
午
後
、
通
河
に
着
き
、
農
事
試
験
場
に
て

一
泊
ｃ

人
月
二
十
二
日
‥
　

ハ
ル
ピ

ン
駅
に
移
動
。
市
内
の
店
に
て
ロ
シ
ヤ
飴
を
買

八
月
二
十
三
日
　
　
市
内
見
学
。
夜
十

一
時
二
十
分
、
ハ
ル
ピ
ン
を
発
つ
。

八
月
二
十
四
日
　
　
朝
、
新
京
着
ｃ
満
鉄
広
場
に
て
解
散
式

（長
野

・
岐
阜

奈
良
　
岩
手
各
県
の
四
隊
）
。
夜
、
新
京
を
発

つ
。

汽
車
に
て
図
個

へ
。
日
本

へ
の
帰
心
起
こ
る
。

諏
訪
部
吉
次
郎
は
満
州
開
拓

へ
の
奉
仕
作
業
遂
行
の
気
持
ち
を
強
く
持
ち
、

責
任
あ
る
役
目
を
担

っ
て
い
た
こ
と
も
手
伝

っ
て
、
現
地
で
の
日
々
の
作
業

の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
な
か
に
は
心
情
や
感
想
を
挿
入
し
て
い

る
箇
所
も
あ
る
ｃ
い
ま
そ
れ
ら
を
列
挙
し
て
お
こ
う
ｃ

Ｏ

「見
送
り
に
来
て
い
る
人
達
に
対
し
て
挙
手
の
礼
を
な
し
、
海
ゆ
か
ば

を
合
唱
、
石
田
諏
訪
部
両
先
生
の
顔
を
見
な
が
ら
海
ゆ
か
ば
を
歌

っ
て

居
る
と
思
は
ず
涙
が
出
て
来
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（六
月
三
日
）

○

「
市
街
に
出
れ
ば
思

っ
た
よ
り
整
然
と
し
て
ア
カ
シ
ヤ
の
並
木
が
初
夏

ら
し
い
感
を
与

へ
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（六
月
六
日
　
大
連
に
て
）

○

「
我
が
将
士
の
苦
戦
、
案
内
人
の
説
明
に

一
同
魂
を
う
ば
は
れ
る
ｃ
記

念
に
小
石
二
粒
を
拾
ひ
山
を
降
る
ｃ
大
陸

へ
上
陸
早
々
の
此
の
戦
蹟
廻

り
は
我
等
奉
仕
隊
に
は
全
く
強
き
第

一
印
象
を
与

へ
た
」

七
三



（六
月
七
Ｈ

・
旅
順
見
学
）
＊

○

「満
人
市
街
を
通

っ
て
松
花
江
の
埠
頭
に
着
く
ｃ
満
人
の
男
女
が
ぽ
か

―
ん
と
し
て
大
勢
河
を
見
つ
め
て
居
る
）
全
く
亡
国
の
民
だ
と
云
ふ
感

じ
が
す
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（六
月
九
ロ
　
ハ
ル
ピ

ン
）

０

「
開
拓
団

へ
来
て
か
為
最
初
の
Ｈ
曜
Ｈ
な
り
，
（中
略
）
自
分
も
元
気

で
あ

っ
た
な
ら
ば
行
か
れ
る
も
の
を
、
風
邪
等
に
と

つ
か
れ
て
全
く
し

ゃ
く
に
触
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（六
月
十
六
Ｈ
）

Ｏ

「今
日
か
ら
愈
々
外

へ
出
て
仕
事
が
出
来
る
　
朝
礼
に
地
下
足
袋
を
は

き
出
す
の
も

一
週
間
ぶ
り
だ
　
少
し
く
ら
い
嫌
な
こ
と
で
も
健
康
な
事

な
れ
ば
嬉
し
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（六
月
Ｆ
九
Ｈ
）

○

「
満
人
小
学
校

へ
行

っ
て
満
人
の
村
長
の
話
を
聞
く
　
そ
の
前
に
木
野

さ
ん
と
云
ふ
巡
査
さ
ん
よ
り
此
の
辺

一
帯
の
歴
史
を
聞
く
＾
匪
賊
の
話

等
を
し
ば
ら
く
話
さ
れ
る
。
大
変
解

っ
た
人
で
、
特
に
満
人
に
対
し
て

彼
等
の
権
位
を
認
め
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

）
移
民
国
に
は
殊
に
よ

る
と
満
人
を
軽
蔑
す
る
や
う
な
態
度
を
と
る
が
こ
れ
は
特
に
注
意
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
と
　
そ
の
他
民
情
風
俗
等
に
就

い
て
も
色
々
参

考
に
な
る
事
を
聞
く
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（六
月
二
十
三
日
）

○

「
部
落
の

一
奥
さ
ん
の

一ど
な
た
も
お
起
き
な
ん
し
よ
』
と

ム
ふ
の
に

よ

っ
て
明
け
る
．
全
く
感
じ
が
良

い
．
河
東
の
奥
さ
ん
方
の
や
う
に
何

時
も
他
人
顔
を
し
て
居

っ
て

一わ
し
や
ゆ
う
う

つ
一
等
と
云

っ
て
居
る

の
と
は
格
段
の
差
だ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（六
月
二
十
四
Ｈ
）

Ｏ

「
た
ま
に
は
日
分
を
反
省
す
る
も
よ
い
、
己
は
教
員
養
成
所
の
生
徒
た

る
行
動
を
何
時
も
と

っ
て
居
る
だ
ら
う
か
と
云
ふ
事
だ
　
青
年
学
校
の

七
四

生
徒
も
幾
人
も
居
る
。
自
分
は
何
時
も
そ
れ
ら
の
生
徒
よ
り
言
行
共
に

卓
越
し
、
彼
等
を
リ
ー
ド
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
」
　
　
　
（七
月
九
日
）

以
下
、
現
地
で
の
作
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
記
事
が
あ

げ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
以
上
の
引
用
は
紙
幅
を
考
慮
し
て
慎
み
た
い
の
だ

が
、
な
お
こ
の
機
を
利
し
て
い
く
つ
か
の
付
記
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は

一
つ
に
、
時
に
比
較
文
明
論
に
類
す
る
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
　
人
月
十
六
日
の
夜
、
現
地
の
青
年
団
と
の
懇
談
会
が
開
か
れ
、
現
地

の
人
が
示
し
た
Ｈ
本
人

へ
の
観
察
を
次
の
よ
う
に
メ
モ
し
て
い
る
こ
と
が
そ

れ
で
あ
る
．　
こ
れ
は
日
記
の
上
欄
に
摘
記
さ
れ
て
い
る

忠
君
愛
国
の
精
神
強
い
ｔ
実
務
に
誠
実
で
あ
る
こ
衛
生
観
念
強
い
＾́

下
駄
が
衛
生
的
で
経
済
的
で
あ
る
＾
Ｈ
本
の
男
は
酒
に
酔
ふ
と
醜
態
を

晒
す

。
ふ
ん
ど
し
を
し
た
ま
ま
で
裸
で
道
を
歩
く

（満
州
婦
人
が
笑

むヽ

．^
日
本
服
は
無
駄
が
多

い
３
眼
鏡
使
用
者
が
多

い
　^
日
本
人
の
正

座
は
衛
生
的
か
　
日
本
婦
人
は
内
足
で
歩
く

Ｈ
記
で
あ
る
以
上
、
抒
情
的
な
記
事
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
は
あ

る
が
、
中
に
は
満
州
に
お
け
る
作
業
の
合
間
に
周
囲
の
光
景
に
＝
を
や
り
心

を
休
め
る
時
も
あ

っ
た
の
か
、
ま
れ
に
次
の
よ
う
な
風
景
描
写
の
記
事
に
触

れ
、
内
面
吐
露
と
し
て
の
Ｈ
記
の

一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
を
第
二
点

日
に
あ
げ
て
お
き
た
い
の
で
あ
る



○

「
そ
れ
よ
り

一
里
ば
か
り
し
て
河
東
に
着
く

）
辺
り
は

一
面
草
原
で
緩

や
か
な
高
低
を
な
し
、
西
北
の
遠
方
に
大
木
の
茂
る
山
が
見
え
る
。
今

が
恰
度
春
だ
と
云
ふ
こ
き
ん
ぽ
―
げ
、
あ
つ
も
り
さ
う
、
筆
り
ん
だ
う

の
や
う
な
草
が
春
を

（謳
歌
）
し
て
居
る
」
　
　
　
　
　
（六
月
十
日
）

○

「夜
は
暑
く
て
寝
苦
し
い
。
誰
も
中
々
寝
付
か
れ
な
い
ｃ
外
に
出
て
見

る
と
恰
度
満
月
ｃ
よ
し
き
り
が
盛
ん
に
鳴
い
て
居
る
」
（六
月
十
九
日
）

○

「
日
之
出
が
遅
く
な

っ
た
の
か
午
前
五
時
の
起
床
は
大
変
早
い
位
に
な

っ
た
。
暑
く
て
寝
苦
し
か

っ
た
夜
も
何
時
し
か
涼
し
く
な

っ
て
来
て
朝

の
起
き
が
け
等
は
寒

い
位
だ
ｅ
Ｃ
十
度
だ
ｃ
窓
の
ガ
ラ
ス
に
は
水
蒸
気

が
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
居
る
ｃ
太
古
洞
河
の
上
に
は
ず
―
っ
と
朝
霧
が
張

っ
て
居
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（八
月
七
日
）

ま
た
、
人
月
七
Ｈ
は
旧
暦
の
七
夕
で
あ
る
。
本
部
の
軒
先
に
あ
る
柳
の
枝
に

短
冊
を
飾

っ
て
あ
る
の
を
目
に
し
た
吉
次
郎
は

「楊
柳
に
短
冊
ひ
ら
め
く
移

民
村

一
の

一
句
を

一
行
を
用
い
て
書
き

つ
け
て
い
る
ｃ
目
記
中
唯

一
の
詩
で

あ
る
．
さ
ら
に
、
八
月
二
十
四
日
、
新
京
で
の
解
散
式
を
終
え
た
後
、
夜
十

時
五
分
に
そ
こ
を
発
つ
じ　
一
路
、
日
本

へ
と
い
う
二
十
五
日
の
記
事
の
上
欄

に
珍
し
く
ペ
ン
で
描
か
れ
た
絵
が
あ
る
ｃ
二
つ
の
山
並
み
の

一
方
に

「
張
鼓

峯
」
と
記
す
ｃ
「
父
は
絵
を
描
く
こ
と
が
趣
味
で
あ

っ
た
」
と
ご
子
息
か
ら

伺

っ
た
ｃ
し
か
し
、
日
記
中
に
描
か
れ
た
の
は
、
こ
の

一
箇
所
の
み
で
あ

る
。
も

っ
と
多
く
の
絵
が
あ

っ
て
も
よ
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
本
仕

作
業
時
に
あ

っ
て
、
た
と
え
日
記
と
い
え
ど
も
絵
を
Ｈ
記
に
記
す
こ
と
を
抑

一
青
年
の
Ｈ
記

制
さ
れ
た
も
の
か
と
推
測
す
る
の
み
で
あ
る
＾
さ
れ
ば
こ
そ
、
満
州
を
離
れ

る
と
き
に
見
た
山
並
み
は
ベ
ン
を
日
記
に
走
帰
せ
ず
に
は
お
か
な
か

っ
た
の

だ
ろ
つヽ
）^

＊
ケ
ネ
ス
　
ル
オ
フ
氏
著

『紀
元
二
千
六
百
年
　
消
費
と
観
光
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
一
■

〇̈

一
〇

　

一
二
　
朝
日
新
聞
出
版
）
に
よ
る
と
、
当
時
の
日
本

人
に
と

っ
て
満
州
は
観
光
地
と
し
て
の
側
面
も
あ

っ
た
と

い
う
．
本
書
に
記

さ
れ
た
旅
順
、
大
連
、
本
人
、
新
京
な
ど
は
ま
さ
に
観
光
ル
ー
ト
そ
の
も
の

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
＾

〓
一　
皇
紀
二
千
六
百
年
奉
祝
記
念
大
会

へ
の
出
席

本
書
十

一
月
六
日
の
上
欄
に

「朝
礼
の
際
に
所
長
先
生
よ
り
二
千
六
百
年

奉
祝
大
会
に
代
表
と
し
て
自
分
が
出
る
事
の
発
表
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
「官
城
外
苑
に
天
皇
　
皇
后
臨
席
の
も
と
文
武
高
官
、
外
国
使
節
を
は

じ
め
全
国
各
地
代
表
、
さ
ら
に
は
外
国
在
住
者
総
代
な
ど
五
万
五
千
人
の
参

列
者
を
集
め
て
式
典
が
開
か
れ
た
。
翌
十

一
日
に
は
、
や
は
り
宮
城
外
苑
で

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
主
催
の
奉
祝
会
が
行
わ
れ
た
」
亀
国
史
大
辞
典
』

四
）
と
あ
る
よ
う
に
、
十

一
月
十
日
、
十

一
日
両
Ｈ
に
祝
典
が
開
か
れ
、
吉

次
郎
は
こ
れ
ら
に
出
席
を
し
て
い
る
。
こ
の
式
典
、
大
会
の
模
様
に
つ
い
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
が
あ
る
が
、
参
加
者
の

一
青
年
が
こ
の
渦
を
ど
う
受
け

止
め
た
か
、
歴
史
の

一
事
実
と
し
て
見
て
お
き
た
い
ｃ

十

一
月
九
日
の
記
事
は
、
年
前
七
時
に
校
間
を
出
て
長
野
駅
、
軽
井
沢
を

経
て
上
野
駅
に
若
き
、
日
本
青
年
館
着
ま
で
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
上



欄
に
長
野
県
代
表
者
を

「
引
率
者
＝
黒
岩
　
茂
、
師
範
＝
原
田
忠
作
、
養
成

所

＝
諏
訪
部
吉
次
郎
、
長
工
＝
岸
辺

一
夫
、
長
野
中
＝
小
林
剛
夫
、
後
町
青

＝
松
岡
光
平
」
と
列
記
し
て
い
る
ｃ
翌
十
日
は
祝
典
で
、
有
の
六
名
で
明
治

神
宮
、
靖
国
神
社
を
参
拝
ｃ
上
野
の
帝
室
博
物
館
を
見
学
し
、
午
後
、
二
重

橋
前
の
式
場
に
向
か

っ
た
こ
三
時
に
終
了
し
、
「
大
変
疲
れ
る
」
と
締
め
括

っ
て
い
る
こ
翌
十

一
Ｈ
は
奉
祝
大
会
で
、
右
欄
外
に

「
二
千
六
百
年
奉
祝
大

会
」
と
異
例
の
記
入
を
し
て
、
上
欄
に
は
天
皇
や
皇
族
の
観
察
を
細
か
い
字

で
綴
り
、
「
我
々
民
草
は
如
何
に
し
て
皇
宝
の
御
恩
に
報

い
ね
ば
な
ら
ぬ
の

だ
ら
う
か
」
と
結
ん
で
い
る
、^
下
段
に
は
大
会
の
記
録
が
こ
と
細
か
に
記
さ

れ
て
い
て
、
吉
次
郎
の
観
察
眼
の
力
に
驚
か
さ
れ
る
、　
い
ま
そ
の

一
部
を
引

用
し
て
お
く

）^

ま
新
し
い
大
き
な
殿
御
を
前
に
五
万
の
民
草
の
並
居
る
席
が
ひ
か
え
て

居
る
。
両
陛
下
の
王
座
を
前
に
金
屏
風
が
厳
か
に
見
ら
れ
る
。
玉
座
の

左
右
に
各
宮
様
大
臣
方
が
つ
か
れ
、
万
場
斉
列
終
れ
ば
午
後
二
時
、
歯

簿
し
づ
ノ
ヽ
と
し
て
二
重
橋
を
出
で
ら
れ
る
こ
軍
楽
隊
の
君
が
代
吹
奏

と
共
に
両
陛
下
は
出
御
さ
れ
る
　
万
場
水
を
打

っ
た
が
如
き
静
け
さ
な

り

、　
一
同
最
敬
礼
、
君
が
代
斉
唱
、
総
裁
宮
代
理
高
松
官
の
祝
詞
奏

上

）^
御
声
凛
然
と
し
て
万
場
に
ひ
び
き

「有
仁
」
と
お
ほ
せ
ら
る
に
は

民
草

一
同
感
き
は
ま
る
、

こ
の
よ
う
な
記
述
を
個
人
的
な
日
記
に
ま
で
も
営
々
と
記
し
て
い
る
精
神
的

光
景
は
、
本
書
だ
け
が
持

っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
は
時
代
が

七
六

多
く
の
人
々
に
も
た
ら
し
た
空
気
で
あ

っ
た
ろ
う
ｃ
こ
の
日
は
冒
頭
に

「朝

か
ら
晩
秋
の
空
は
雲

一
つ
な
く
澄
ん
で
恰
も
今
日
の
佳
日
を
寿
ぐ
如
し
」
と

書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
参
加
者

一
同
の
、
あ
る
い
は
多
く
の
国
民

が
等
し
く
共
有
し
て
い
た
高
揚
す
る
気
持
ち
を
代
弁
し
て
い
る
の
か
も
知
れ

な
い
ｃ
ｌ
二
日
の
夜
に
帰
着
し
て

「
な
ん
と
云

っ
て
も
間
違
ひ
も
な
く
任
を

果
た
し
た
事
を
嬉
し
く
思
ふ
」
と
感
想
を
と
ど
め
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
先

に
も
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
日
を
境
に
記
事
は
全
く
無
い
。
吉
次
郎
の
自
伝

『自
分
史
　
母
の
雪
袴
』
に

「
こ
の
歌
は
こ
の
時
の
即
興
で
あ
る
」
■

六
六

頁
）
と
し
て

「
任
終
え
て
碓
氷
ト
ン
ネ
ル
ぬ
け
く
れ
ば
初
雪
降
り
ぬ
故
郷
の

山
々
」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
日
記
と
は
別
に
心
覚
え
の

よ
う
な
も
の
が
存
在
し
た
の
か
も
知
れ
ず
、
日
々
の
記
録
も
そ
の
方
に
移
行

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

四
　
そ
の
他
の
記
事
と
そ
の
後

本
書
に
は
時
々
、
上
欄
の

「
予
記
」
の
空
欄
に

「
阿
部
内
閣
解
散
」
（
一

月
十
三
Ｈ
）
、
「
本
日
、
米
内
大
将
首
相
に
任
命
さ
る
」
（
同

・
十
四
目
）
、

「米
内
内
閣
成
立
、
静
岡
市
の
大
火
、
五
千
戸
焼
失
」
（同
　
十
五
Ｈ
）
、
ア
三

紀
二
千
六
百
年
紀
元
節
拝
賀
式
、
今
日
の
感
激
を
忘
る
な
」
含
一月
十

一
日
）

な
ど
の
時
事
に
関
す
る
記
事
の
他
、
「
他
人
を
見
る
前
に
先
ず
己
を
見
よ
、

他
人
に
干
渉
す
る
な
、
人
の
こ
と
を
言
い
過
ぎ
る
ぞ
、
先
ず
独
慎
、Ｌ

（
二
月

十
三
日
）
、
「
過
言
こ
自
抑
自
教
」
全
二
月
十

一
Ｈ
）
な
ど
と
い
う
教
訓
的
な

文
言
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
五
月
二
十
七
日
以
降
、
こ
の
上
欄
に
は
日
記
欄
以



外
に
満
州
義
勇
軍
の
行
動
に
つ
い
て
の
記
事
も
こ
ま
ご
ま
と
記
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
附
録
の

「
金
銭
出
納
録
」
に
わ
ず
か
の
記
述
が
あ
り
、
そ

こ
に
は

「
西
洋
哲
学
史
」
六
十
銭
、
「
西
洋
史
」

一
円
四
十
銭
、
「徒
然
草
解

義
」
二
円
、
「
万
葉
集
新
講
」
二
円
五
十
銭
な
ど
と
購
入
品
日
と
費
用
の
記

入
が
あ
り
、
ま
た
、
下
駄
、
卵
、
菓
子
、
は
が
き
、
は
み
が
き
粉
、
服
ば

け
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
な
ど
の
記
入
も
あ

っ
て
、　
一
青
年
の
姿
を
彿
彿
と
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
＾

こ
こ
ま
で
は
本
書
を
読
ん
で
の
心
覚
え
と
し
て
書

い
て
い
た
も
の
で
あ

っ

た

，^
こ
れ
だ
け
克
明
に
記
さ
れ
た
事
実
や
固
有
名
詞
が
あ
る
以
上
、
そ
れ
で

は
本
書
の
本
人
も
し
く
は
縁
者
は
い
か
な
る
人
物
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に

次
第
に
関
心
が
移

っ
て
い
っ
た
ｃ
先
年
、
長
難
県
駒
ケ
根
市
中
沢
出
身
の
国

文
学
者
で
教
育
者
で
あ

っ
た
宮
下
清
計
氏

（
『新
註
国
文
学
叢
書
　
浜
松
中

納
言
物
語
』

の
著
者
）
の
研
究
姿
勢
や
人
物
な
ど
を
調
べ
た
こ
と

（拙
著

『浜
松
中
納
言
物
語
論
考
』
所
収

「
宮
下
清
計
氏
の
人
と
な
り
」
な
ど
）
が

契
機
と
な
り
、
氏
の
ご
長
男
で
あ
る
宮
下
隆
氏
と
は
そ
の
後
も

い
ろ
い
ろ
連

絡
を
取
り
合

っ
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
の
諏
訪
部
吉
次
郎
な
る
人
物
に
心
当
た

り
は
な
い
か
と
尋
ね
て
み
た
ｃ
も
ち
ろ
ん
確
た
る
情
報
が
得
ら
れ
る
こ
と
は

あ
ま
り
期
待
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
隆
氏
か
ら
、
期
待
に
そ
え
な
い
と
の

返
信
を

い
た
だ
い
た
時
も
さ
ほ
ど
残
念
と
は
思
わ
な
か

っ
た
３
と
こ
ろ
が
し

ば
ら
く
し
て
隆
氏
か
ら
、
「
長
野
市
在
住
の
姉
か
ら
信
州
大
学
教
育
学
部
の

古
い
卒
業
生
名
簿
の
中
に
西
澤

（諏
訪
部
）
吉
次
郎
と
い
う
名
が
あ
り
、
住

所
な
ど
が
判
明
し
た
と
知
ら
せ
て
く
れ
た
」
と
の
連
絡
を

い
た
だ

い
た
時

一
青
年
の
日
記

は
、
正
直
言

っ
て
び

っ
く
り
し
た
。
確
実
な
情
報
が
得
い
れ
た
の
で
あ
る
ｃ

さ

っ
そ
く
上
国
市
の
教
育
委
員
会
の
機
関
で
あ
る
信
濃
国
分
寺
資
料
館
に
問

い
合
わ
せ
た

。
こ
こ
の
報
告
書

（「
創
置
の
信
濃
国
府
跡
／
推
定
地
確
認
調

査
概
報
Ⅱ
」

一
九
人
四
　
三
）
の
調
査
協
力
者
の

一
人
と
し
て
西
澤
吉
次
郎

と

い
う
名
前
が
ネ

ッ
ト
に
ヒ
ツ
ト
し
た
か
ら
で
あ
る
ｃ
倉
澤
と
い
う
館
員
が

対
応
さ
れ
、
自
分
の
兄
の
同
級
生
で
志
摩
晴
樹
と
い
う
方
が
吉
次
郎
氏
の
息

子
さ
ん
で
、
現
在
、
長
野
県
上
田
染
谷
丘
高
校
の
校
長
で
あ
る
と
教
え
て
下

さ

っ
た
。
た
だ
ち
に
長
野
県
上
田
染
谷
丘
高
校
に
電
話
を
し
、
校
長
と
連
絡

が
つ
い
た
。
日
記
の
こ
と
を
中
し
上
げ
る
と
、
自
分
は
二
男
で
、
父
の
こ
と

は
長
男
の
方
が
よ
く
知

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
、
そ
の
よ
う
な
日

記
が
あ
る
と
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
、
戦
時
中
の
こ
と
は
よ
く
父
か
ら
聞
い

て
い
た
と
の
こ
と
な
ど
な
ど
、
懐
か
し
い
と
し
き
り
に
仰

っ
て
あ
れ
こ
れ
お

話
を
し
て
く
だ
さ

つ
た
。
す
ぐ
に
兄
上
に
連
絡
を
と
ら
れ
た
ら
し
く
、
稿
者

の
研
究
室
に
西
澤
省
悟
氏
か
い
連
絡
が
入

っ
た
ｃ
西
澤
氏
は
Ｊ
Ｔ
の
副
社
長

を
経
て
、
現
在
、
そ
の
系
列
会
社
で
あ
る
日
本
フ
イ
ル
タ
ー
エ
業
株
式
会
社

の
代
表
取
締
役
社
長
を
な
さ

っ
て
い
る
ｃ
昭
和
十
五
年
当
時
に
宮
中
で
の
奉

祝
記
念
大
会
に
出
席
し
た
こ
と
、
そ
の
と
き
に
下
賜
さ
れ
た
箱
入
り
の
歌
集

翁
列
聖
珠
藻
し

の
こ
と
な
ど
を
父
は
よ
く
話
し
て
い
た
と

い
う
思
い
出
話

か
ら
は
じ
ま
り
、
満
州
の
話
や
、
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
ま
さ
に
其
の

日
、
其
の
時
刻
に
広
島
の
字
品
港
に
停
泊
し
て
い
た
上
陸
用
艇
の
缶
室
に
下

り
る
瞬
間
に
青
白

い
炎
を
見
た
と
い
う
こ
と
、
市
内
の
大
田
川
に
行
き
惨
状

を
見
た
と

い
う
こ
と
な
ど
、
父
、
吉
次
郎
氏
の
体
験
談
を
あ
れ
こ
れ
話
し
て

く
だ
さ

っ
た
。
さ
ら
に
、
父
は
昭
和
二
十
三
年
か
ら
小
学
校
教
員
に
復
職
し

七
七



信
濃
教
育
界
の
た
め
に
懸
命
に
働
い
た
、
と
も
仰

っ
た
こ
こ
れ
は
ま
さ
に
日

記
の
記
事
と
何
ら
岨
酪
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
．́
自
分
史
を

千
部
ほ
ど
作

っ
て
友
人
　
知
人
に
配
布
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
在
庫
が
あ

れ
ば
送
る
と
も
仰

っ
て
い
た
だ

い
た
　́
こ
の
ま

っ
た
く
予
想
だ
に
し
な
か

っ

た
展
開
に
稿
者
の
内
に
高
揚
し
て
く
る
思
い
は
抑
え
が
た
く
、
た
だ
た
だ
そ

の
波
に
身
を
任
せ
る
の
み
で
あ

っ
た
こ
と
を
告
由
し
て
お
こ
う
　
も
ち
ろ
ん

西
澤
、
志
摩
両
氏
に
と

っ
て
も
、
遠
く
離
れ
た
地
の
全
く
の
無
縁
の
人
物
か

ら
父
親
の
Ｈ
記
の
存
在
を
突
然
知
ら
さ
れ
、
あ
ま
り
さ
え
若
か
り
し
父
の
生

の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
Ｈ
記
の
内
容
を
告
げ
ら
れ
さ
ぞ
や
驚
か
れ
た
こ
と
だ

ろ
う
ｃ
稿
者
の
非
礼
は
重
々
お
詫
び
し
た
い
、
た
だ
電
話
の
向
こ
う
か
ら
も

昂
ぶ
っ
て
く
る
空
気
が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ

っ
た
ｃ

五
　
『自
分
史
　
母
の
雪
袴
』
よ
り

諏
訪
部
吉
次
郎
氏
の
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
自
分
史
が
ご
長
男
で
あ
る
西
澤

省
悟
氏
か
ら
手
紙
と
共
に
、
日
な
ら
ず
し
て
稿
者
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た

．

手
紙
に
は
、
「教
師
は
聖
職
で
あ
る
」
と
の
信
念
を
貫
い
た
父
、
戦
争
責
任

を
負

い
つ
つ
平
和
教
育
に
徹
し
た
父
を
こ
の
よ
う
な
形
で
よ
く
ぞ
探
し
出
し

て
い
た
だ
い
た
と
の
丁
重
な
謝
辞
が
記
さ
れ
、
直
後
に
弟
、
志
摩
氏
か
ら

も
、
吉
次
郎
氏
の
経
歴
と
人
と
な
り
に
つ
い
て
詳
し
く
認
め
た
手
紙
が
届
け

ら
れ
、
そ
の
末
尾
に

「今
回
の
こ
と
、
父
も
母
も
大
変
喜
ん
で
い
る
も
の
と

思
い
ま
す

．
殊
に
六
年
前
に
他
界
し
た
母
が
知
れ
ば
ど
れ
ほ
ど
喜
ん
だ
か
と

も
思
い
ま
す

）
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
　
両
者
の

七
八

真
情
が
綴
ら
れ
た
文
面
を
読
み
つ
つ
こ
み
上
げ
て
く
る
感
動
と
共
に
、
こ
の

父
に
し
て
こ
の
子
た
ち
が
あ

っ
た
の
だ
と
も
深
く
思

っ
た
も
の
で
あ
る
ｃ

『自
分
史
　
母
の
雪
袴
』

（以
下
、
『自
分
史
』
と
略
称
）
は
平
成
元
年

（
一
九
人
九
）
九
月
、
吉
次
郎
氏
の
古
稀
の
祝
意
を
も
こ
め
て
自
費
出
版
さ

れ
て
い
る
こ
本
書
の
書
名
は
、　
一
家
の
家
計
を
助
け
、
雪
袴
姿
で
農
事
に
あ

た

っ
た
母
へ

「恩
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
な
生
き
方
が
で
き
た
か
ど
う
か
を
ま

と
め
て
み
た
い
と
思
い
つ
い
た
」
「
序
し

ヽ
」
と
に
よ

っ
て
い
る
シ
一言
う

）

ま
た
、
同
時
に
自
分
の
こ
と
を

「
子
供
達
の
為
に
書
い
て
お
く
必
要
を
感
ず

る
」
「
序
し

と
も
述
べ
て
い
る
．
本
書
は
自
分
史
と
の
書
名
を
冠
す
る
も

の
の
、
誕
生
か
ら
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
の
終
戦
の
時
点
ま
で
の
こ
と

が
綴
ら
れ
、
巻
頭
に
は
家
族
や
自
身
の
幼
児
の
時
と
中
尉
の
時

（昭
和
二
十

年
）
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
巻
末
に
家
系
図
や
古
稀
ま
で
の
簡
略

な
年
譜
が
付
さ
れ
て
い
て
、
吉
次
郎
氏
の
人
物
像
を
知
る
大
き
な
手
掛
か
り

に
な
る
．
『自
分
史
』
は
、
「
俺
は
」
を
主
語
と
す
る
雄
渾
で
克
明
な
記
述
に

満
ち
て
い
て
、
も
ち
ろ
ん
何
ら
か
の
依
る
べ
き
資
料
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う

が
、　
一
気
呵
成
に
書
き
あ
げ
ら
れ
た
よ
う
な
気
配
す
ら
漂
う
文
体
に
終
始
し

て
い
る
）^

そ
れ
で
は
Ｈ
々
に
記
さ
れ
た
記
述
と
後
年
に

「俺
は
」
で
書
か
れ
た
そ
れ

と
は
ど
う
関
わ

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
言
及
し
て
お
き
た

い
本
書
の
第
二
章
に
相
当
す
る
題
日
は

「
馬
車
馬
の
如
き
青
春
「

そ
の
中

の

「
二
年
生
に
な

っ
て
」
と

「
満
州
国
建
設
勤
労
奉
仕
隊
参
加
」
、
「
目
的
地



太
古
洞
入
り
」
か
ら

「
勤
労
奉
仕
終
了
帰
省
の
途
に
つ
く
」
、
「紀
元
二
千
六

百
年
歌
斉
唱
隊
参
加
」
の
各
項
目
が
右
に
あ
げ
た
日
記
の
記
事
に
相
当
す

る
。
し
か
し
日
々
の
簡
略
な
記
事
を
連
ね
て
い
る
Ｈ
記
と
は
大
き
く
異
な

り
、
明
い
か
に
読
者
を
意
識
し
た
記
述
に
意
を
払

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
ｃ
六
月
九
日
、
ハ
ル
ピ

ン
で
あ

つ
た
青
年
の
こ
と

に
つ
い
て
日
記
で
は
次
の
よ
う
に
断
片
的
だ
が
か
な
り
詳
し
く
記
し
て
い

フ０
）^

（少
年
は
）
時
々
自
分
を
見
る
こ
又
、
自
分
も
彼
の
顔
を
時
々
ぬ
す

み
見
る
。
た
ま
ら
な
く
な

っ
て
こ
ち
ら
か
ら
話
か
け
て
み
た
と
こ
ろ
、

奉
天
第
五
国
民
学
校
の
四
年
生
だ
と
云
ふ
。
そ
れ
か
ら
色
々
風
俗
上
の

事
や
民
情
等
を
話
す
＾
良
く
日
本
語
が
出
来
る
）^
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
や
つ

て
共
に
名
を
告
げ
て
全
く
親
し
く
な
る
こ
彼
の
名
は
胡
俊
員
と
云
ふ
）

話
し
て
居
る
内
に
同
校
の
連
中
も
が
や
ノ
ヽ
寄

っ
て
来
て
満
語
等
を
教

る
ｃ
夜
も
共
に
体
む
ｃ
併
し
彼
は
木
蘭
で
降
り
、
本
蘭
は
午
前

一
時
頃

に
着
３
家
で
は
明
日
は

（ナ
シ
）
の
節
で
あ
る
と
大
変
嬉
し
さ
う
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て

『自
分
史
』
で
は
次
の
よ
う
な
記
述
に
な

っ
て
い
る
こ

甲
板
に
は
我
々
が
見
な
れ
た
服
装
の
学
生
が

一
人
い
て
話
し
か
け
る
と

日
本
語
が
な
か
ら
話
せ
る
ハ
ル
ピ
ン
の
中
学
生
で
あ

っ
て
、
六
月
六
日

の
節
句
休
み
で
故
郷

へ
帰
る
と
こ
ろ
と
か
、
日
本
語
が
良
く
で
き
る
事

一
青
年
の
日
記

が
出
世
で
き
る
第

一
条
件
と
の
事
だ

っ
た
、
お
節
句
の
ご
馳
走
は
肉
餞

頭
だ
か
ら
船
か
ら
下
り
て
家

へ
寄
ら
な
い
か
と
い
つ
た
こ

こ
の
学
生
と
話
し
て
い
る
中
に
甲
板
■
は
暮
色
が
こ
め
て
寒
く
な
り
、

仕
方
な
く
船
室
に
下
り
て
現
地
人
と
の
間
に
割
り
込
ん
だ
、
入
っ
て
し

ま
え
ば
ど
う
と
言
う
事
も
な
く
臭
い
の
も
気
に
な
ら
な
く
な

っ
た
、

（
一
五
四
　
一
五
五
百
Ｃ

同
じ
事
実
を
対
象
と
し
な
が
ら
も
そ
の
記
述
の
あ
り
か
た
が
か
な
り
相
違
し

て
い
る
こ
と
は
明
確
で
、
『自
分
史
』
の
記
述
に
読
ま
せ
よ
う
と
す
る
配
慮

が
濃
厚
で
あ
る
ｃ
あ
る
い
は
七
月
六
日
の
事
態
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
こ

『自
分
史
』
で
は

「福
沢
君
の
病
気
帰
省
」
と
あ
る
箇
所
で
あ
る
．

七
月
の
中
旬
か
我
々
同
級
生
の
福
沢
君
が
病
気
に
な
り
、
こ
こ
で
は
治

せ
な
い
と
い
う
事
で
故
郷
へ
帰
ら
せ
る
事
に
な

っ
た
、
誰
か
付
い
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
誰
に
行

っ
て
も
ら
う
か
君
達
で
決
め
ろ
と
先

生
か
ら
言
わ
れ
た
ｃ
考
え
て
み
れ
ば
俺
達
に
は
無
理
だ
と
な
ぜ
言
え
な

か

っ
た
か
、
そ
の
為
に
医
者
も
お
り
そ
の
助
師
も
い
た
の
に
、
そ
の
時

は
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
通
り
に
当
然
と
思

っ
て
い
た
、
俺
た
ち
は
食
堂

で
誰
に
行

っ
て
も
ら
う
か
決
め
る
に
困

っ
た
、
誰
だ

っ
て
不
案
内
な
遠

い
異
国
の
旅
、
し
か
も
病
人
を
抱
え
て
の
旅
だ
、
さ
ん
ざ
ん
話
し
て
も

ら
ち
が
行
か
な
い
、
そ
の
時
青
山
君
が

「
俺
が
行
く
」
と
い
っ
て
く
れ

た
、
彼
は
後
で
俺
が
無
理
に
頼
ん
だ
と
い
う
が
そ
ん
な
覚
え
は
な
い
）

（
一
五
九
頁
）

七
九



こ
の
事
態
を
Ｈ
記
で
は
次
の
よ
う
に
事
実
の
み
を
記
し
て
い
る
ｃ

夕
食
後
清
水
先
生
よ
り
突
然
福
沢
君
の
病
勢
悪
変
し
出
来
る
限
り
早
く

内
地

へ
返
し
た
い
と
の
事
、
そ
れ
に
つ
い
て
誰
か
付
き
そ
ひ
の
者

一
名

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
の
事
、
誰
が
行
く
と
も
定
ま
ら
ず
、
遂
に
青
山
君

が
率
先
行

っ
て
来
れ
る
こ
と
に
な
り
直
ち
に
支
度
を
な
し
チ
ャ
ム
ス
迄

清
水
先
生
も
送
る
と
て
午
後
十
時
過
ぎ
に
同
の
警
備
員
と
共
に
清
河
鎮

へ
と
出
か
け
る
。
明
朝
五
時
に
出
発
す
る
と
ｃ

『自
分
史
』
に
は
往
時
の
心
情
を
織
り
交
ぜ
つ
つ
回
顧
し
、
そ
の
時
の
事
態

を
よ
り
立
体
的
に
記
述
し
よ
う
と
す
る
工
夫
が
垣
問
見
ら
れ
る
．
こ
の
よ
う

な
類
例
は
い
く

つ
も
見
出
せ
る
よ
う
で
、
仮
に
こ
の
よ
う
な
比
較
対
照
を
連

ね
た
と
し
た
な
ら
ば
、
Ｈ
記
と
物
語
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
考
え
る

一
つ
の

材
料
に
は
な
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
の
で
あ
る
。

Ｈ
記
に
唯

一
、
絵
の
記
入
が
あ

っ
た
人
月
二
十
五
Ｈ
は
帰
国
の
途
に
若
い

た
時
で
あ

っ
て
、
心
は
日
本

へ
向
か

っ
て
い
た
は
ず
で
あ
ろ
う
＾
『自
分
史
』

に
は
新
京
で
の
満
州
料
理
の
素
晴
ら
し
さ
や
満
鮮
国
境
で
の
荷
物
検
査
で
の

出
来
事
に
つ
い
て
触
れ
た
後
、
「
朝
鮮
に
入
る
と
藁
葺
き
の
小
さ
な
家
が
密

集
し
た
集
落
が
Ｈ
に
つ
き
、
真
赤
な
な
ん
ば
ん
を
ど
こ
の
家
で
も
乾
し
て
あ

っ
た
、
南
に
さ
が
る
に
従

い
山
は
、
は
げ
山
が
多
く
田
ん
ぼ
の
稲
は
す

っ
か

り
穂
が
出
そ
ろ
っ
て
い
た
」
（
三
ハ
四
頁
）
と
記
し
て
い
る
´
ま
さ
に
そ
の

時
、
吉
次
郎
の
Ｈ
に
焼
き

つ
い
た
光
景
が
ペ
ン
を
走
ら
せ
る
力
に
な

っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
．
当
日
は
午
前
十

一
時
に
図
円

（豆
満
江
）

八
〇

に
到
着
し
、
午
後
三
時
五
十
分
に
羅
津
希
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
夏
の
朝
の
張

鼓
峰
の
光
景
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
．
峰
の
向
こ
う
に
日
本
を
見
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
ｔ

お
わ
り
に

日
本
文
学
講
読
の
授
業
で
更
級
日
記
を
と
り
あ
げ
た
の
を
機
に
、
あ
ら
た

め
て
Ｈ
記
と
は
何
か
を
考
え
な
が
ら
読
み
進
め
て
い
る
ｃ
平
安
時
代
の
、
と

り
わ
け
女
性
の
書

い
た
Ｈ
記
類
と
本
書
と
が
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
こ
と
は

当
然
で
は
あ
る
が
、
本
書
に
映
し
出
さ
れ
た
記
録
性
、
自
照
性
に
は
更
級
Ｈ

記
と
相
通
い
あ
う
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
、
人
生
を
、
時

代
を
真
摯
に
受
け
止
め
思
念
を
書
き
と
ど
め
る
行
為
を
、
後
人
が
丹
念
に
読

み
解
く
こ
と
も
ま
た
大
切
な
こ
と
で
あ
ろ
う

．

一自
分
史
』
の
最
後
の
項

「
お
国
の
為
と
は
な
ん
だ

っ
た
の
か
」
の

一
部

を
引
用
し
て
結
び
と
し
た
い
＾

お
国
の
為
と
は
、
お
国
を
だ
め
に
す
る
こ
と
だ

っ
た
、
で
は
こ
れ
か
ら

の
国
民
教
育
の
日
標
は
何
か
、　
一
握
り
の
者
の
大
権
に
よ
る
教
育
が
い

か
に
危
険
で
あ
る
か
を
、
国
民
は
よ
く
よ
く
骨
身
に
し
み
て
わ
か

っ

た
、
戦
争
は
こ
り
ご
り
だ
＾
戦
争
の
な

い
国
造
り
こ
そ
大
切
な
の
だ

が
、
俺
と
し
て
は
今
後
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
、
と
考
え
る

（三
二
三
頁
）



（付
記
）

本
稿
の
礎
稿
を
ご
覧
に
な

っ
た
志
摩
晴
樹
氏
か
ら
の
書
簡
に
、
コ
一

十

一
歳
の
等
身
人
の
父
が
そ
こ
に
い
る
よ
う
な
深
い
感
慨
を
覚
え
ま
し

た
」
と
の
感
想
と
共
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ

っ
た
ｃ
ｒ
目
年
学
校

教
員
養
成
所
は
現
在
の
長
野
吉
田
高
校
の
校
地
内
に
あ
り
、
奇
し
く

も
、
昭
和
五
十
三
年
に
私
が
長
野
県
教
員
に
採
用
さ
れ
、
先
ず
着
任
し

た
の
が
ま
さ
に
長
野
吉
日
高
校
だ

っ
た
の
で
す

〉^
そ
の
時
、
父
は
あ
る

種
の
感
慨
を
覚
え
た
よ
う
で
あ
り
ま
し
て
、
若
任
後
直
ぐ
に
、
私
に
黙

っ
て
苦
田
高
校
を
訪
れ
、
あ
た
り
を
見
学
し
、
し
ば
ら
く
思
い
出
に
浸

っ
た
よ
う
で
し
た
ｃ
そ
れ
ほ
ど
養
成
所
の
こ
と
は
懐
か
し
い
思
い
出
で

あ

っ
て
、
確
か
に
私
が
子
ど
も
の
頃
も
そ
の
思
い
出
を
よ
く
話
し
て
く

れ
た
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
」
（十

一
月
四
日
付
）

（な
か
に
し

。
け
ん
じ
　
本
学
教
授
）

一
青
年
の
日
記

ノ、




